

















































































































































































































































































・王陵」 、巻九「唐栄旧記全集」 、巻十「諸寺旧記」 、巻十一
「密門諸寺縁起」は漢文体で記されており、二十一巻の全巻が「番字」で記されていたわけではない。これも見逃せない点で、 「地理見」 （風水）や「漢文組立」の担い手 あった巻六と巻九の唐栄（久米村人）や巻十の禅林
・巻十一の密門の僧から提出された資料で構成された巻





















































































弘良」 、 「康煕三十四年」 （一六九五）に生まれ、 「乾隆二十五年」 （一七六○）に卒す。 「康煕四十五年」 （一七○六）に「若秀才」として出仕、「康煕五十九年」 （一七二○）に「通事」となり「在留通事鄭国柱」に従って「習礼読書 のため渡清、足かけ三年「閩」で学び帰国、翌年の「雍正元年」 （一七二三）に「講解師」 な 。その年の十月に「鄭謙」 「蔡宏訓」とともに「官生」 （国費留学生）となって再び渡清、 国士監」で足かけ六年学び「雍正七年」 （一七二九） 帰国 再び「講解
師」となる。 「雍正八年」 （一七三○）に「漢文旧記」 「編修」を命じられ、翌年「中山世譜世系」を「纂修」する。その後、 「雍正十年」 （一七三二）と「乾隆四年」 （一七三九）に「都通事」となって渡清、 乾隆七年」 （一七四二）に「著作漢字公文職 俗称漢文組立役） 」に任ぜられ、翌 首里に住まいを移す。 「乾隆七年」の家譜記事 はこの職は「唐栄」には元々なかったが、初めてこれが置かれたことが記され、また「雍正八年」から「今年」 で「中山世譜及世系」を「続集」して「十三年」になり、 「王妃姫紀」も「改正」したことも記している。さらにそれに続いて「球陽会紀 の「纂修」に入り、 「甲子之冬」 （一七四四） 「交代」するはずであったが 会紀 が完成していないので一年留任し、 でもできないのでもう一年留任して、 「丙寅十二月（一七四六）に「交代辞職 したとある。その後、秉哲は「乾隆十三年」 （一七四八）に「正議大夫」に って紫禁城を 朝見 し また「乾隆十六年」 （一七五一）には「儀衛正」になって江戸城を 朝覲している。
「乾隆二十年」 （一七五五）には「総理唐栄司職」になり、





編纂は、 『旧記』編纂と同じ年の「雍正九年」 （一七三一）である。 「雍正八年」の記事「漢文旧記」 「編修」を命じられるは、 『旧記』編纂に携わった記事、翌年 中山世譜世系」を「纂修」するは『中山世譜』附巻の編纂にかかわる記事か。 『球陽』 『遺老説伝』の編纂は、それから十四年後の一七四五年である。 「乾隆七年」 （一七四二）の家譜記事に記される「王妃姫紀」 「改正」に引き続いて始められたという「球陽会紀」の「纂修」は、この『球陽』と『遺老説伝』の編纂に携わったことを記した記事であろう。 には何故かそれを記した担当官が書か ているが、 においては署名がある記事のうち、秉哲が記した記事は全体の七十一パーセント ものぼる いう
（注４）
。
『遺老説伝』については、巻一と巻二（都合九十四項目）と附巻の多く（都合十項目）が秉哲が記した記事で、全体の七十四パーセントにもなる。すなわち、 『中山世譜』の第二次の附巻 『旧記』から 球陽 『遺老説伝』の王府編纂事業は、鄭秉哲 中心になってその事業を担ったといえるのである。琉球の士族は一般的 は特定 業務に長く携わることがないといわれ が、秉哲は唐栄 いうこともあってか 特定の業務に長い間携わってきた人物で、いわば王府編纂事業の専門官的な存在であった 。 「乾隆七年」の家譜記事に記された「中山世譜及世系」を「続集」してそ 年に るま 「十三年」間というのは、秉哲が専門官的に王府編纂事業にかかわってきたことを物語る。 球陽会紀」の「纂修 交代辞職」したという一 四六年 秉哲は五



























んでいる論であり、 『旧記』の編纂にかかわる言及がほとんどない。その後の『旧記』の編纂をテーマとする論は 玉城伸子「 『琉球国由来記』と『琉球国旧記』の編纂方法について」 『第四回「沖縄研究 際シンポジウム」世界に拓く沖縄研究』第四回沖縄国際シンポジウム実行委員会、二○○二年刊、呉海燕「 『琉球国旧記』の編纂特性について―『琉球国由来記』との比較を通して―」 『沖縄文化』第一○一号、沖縄文化協会、二○○六年刊、波照間永吉「 『古事集』―『琉球国由来記』と『琉球国旧記』の間にあるも
―」 『沖縄文化』第一一六号、沖縄文































山世鑑』や『由来記』にはなく、蔡鐸本『中山世譜』が最初である。蔡鐸本は、附巻で尚豊王の「第一王子」尚恭と、同じく尚豊王の「第二王子」尚文の「紀」を記している。注目すべきは 尚文の「紀」には父尚豊の冊封を受けて、 文（佐敷王子）が島津光久に率いられて、京都で徳川家光に謁見する記事が されていることである。続く蔡温本も附巻（第一次）で 寧王の父尚懿と尚豊王の父尚久の「紀」を記している。これらは国王とはならなかった人物で、正巻では記されていない人物である。蔡温本『中山世譜』はさらにそれから六年後の「雍正九年」 （一七三一）に、鄭秉哲が本格的な附巻を編集して、 れが仕次されて最終的には 巻になっている。 「雍正九年 は前述 ように、 『旧記』が編纂された年でもある。秉哲 こ 年に、蔡温本『中山世譜』の第二次の附巻と『旧記』を編纂した ある。ここ 特筆すべきは、秉哲が作成した附巻は蔡温が序文を書いた「雍正三 の『中山世譜』の附巻 ような正巻の補足的な はなく、薩摩
・日本関





























した尚文が島津光久に連れられて京都で徳川家光に謁見 こ をいうのであろう 果た て蔡鐸本の附巻が薩摩
・日本にかかわる記事




は不幸にして後を継ぐ者が く「譜」がなければ後世 「考稽」することができない。それで「譜紀一巻」を「新修」して『中山世譜』の末に「附」したと記 いる。蔡温本の附巻の「序 も同様で、特に薩州関連を取り上げて編纂 るという叙述はない。 は、敢えて蔡鐸本『中山世譜』附巻の尚文の「紀」を例 て、新たな附巻を編纂することを根拠付けたの は かったか。それはともかくとして、このような附巻 持った『球陽』と『球陽』の外巻である『遺老説伝』も、それを引き継ぐ。この附巻の変化 、琉球王府の正史 編纂のあり方として重要である。王府 正史は最終的には、薩摩 含めた日本関連の記事を除くかたちで正巻にして、日本関連の 事を附巻にまとめる二本立ての編纂にし の ある。秉哲が編纂 中山世譜』の附巻は、 「尚清王」代と「尚永王」代の僅かな記事がみられるが、基本は島津侵攻の直前、 「万暦十九年」 （一六○七）の「尚寧王」代 記事から
『琉球国旧記』の編纂
三七




用順序が、決まって『中華事始』 先に引かれてい こ が想起される。それはともかく、王府の編纂が当初は首里士族 向象賢によって始められ、次の正史『中山世譜』は唐栄（久米村人）の蔡鐸
・蔡温父









































「駅」は『由来記』から抽出した記事ではなく『旧記』が新たに記した巻だと考えられる。附巻最後の巻十一「風俗」は、内容が『由来記』巻一「王城公事」と 二以下の「各処祭祀」にある該当部分を合わせたような記事であるが、これも『旧記』が新た 記した巻といえる。前述し に、正巻の巻五「古城
　
関梁」 、附巻の巻四「泉井」 、巻













































































の附巻は正巻 補完としてあるのではなく、 『 記』は編纂基準によって正巻と附巻 分類し、必要な巻を正巻と附巻にそれぞれ新たに立てて再編纂した書であるということ のであ 。 『旧記』の分解
・分類す













































































































































































真嘉戸井」は、 『由来記』には見当たらない 事で新たに立てた記事である。しかしこれは、 『古事集』 「島尻
　
真和志郡」にはほぼ同様の内










とである。 『由来記』の の構成からいえば、 『旧記』巻七「寺社」に対応する『由来記』の巻は、巻十「諸 旧 」 巻十一「密門諸寺縁
『琉球国旧記』の編纂
四一







なっている点も『由来記』とは異なる。 『由来記』は、 「葉壁山」 （伊平屋島、巻十六） 、 「馬歯山」 （座間味間切
・渡嘉敷間切、巻十八） 、 「久米
































（ 「講解師」 ）になっており、自らが就いた「官職」を追加していることが分かる。ま 、巻四「
11　
帯類」は『由来記』が落とした項目を立
て詳しくしたと思われる。 『旧記』が追加した 中には、 『由来記』編纂以降の年紀が記される「
69　
石炭」 （ 「雍正九年」の年紀）もあり、
新しい事物の起源を記そうとした姿勢も窺える。いずれにしても、 『旧記』が新たに立項 た項目や『由来記』からとらなかった項目の具体的な検証は、 『旧記』 内容を知る上で重要であり、今後の課題である。　
前述したように、 『旧記』は附巻の存在も含めて、 『由来記』の巻の






巻十二「各処祭祀一」 、巻七「泊村由来記」 、巻八「那覇由来記」 、巻九「唐栄旧記全集」にあたる記事を首巻にして、 「首里記」 「泊邑記」 「那覇記」 「唐栄記」を叙述しているのである。 『旧記』巻一をみることが、最も『旧記』編纂の姿勢 知ることになるといえる。以下では、 『旧記』巻一の叙述を の構成と記載の形式から述べてみる。
〈 『旧記』の叙述―巻一を例として―〉
　『旧記』の巻頭、第一巻の構成は、 「首里記」 「泊邑記」 「那覇記」 「唐栄記」で構成されている（付表２参照） 。 「泊邑記」 「那覇記」 「唐栄の順序は、 『由来記』の巻の順序、巻七「泊村由来記」巻八 由来記」巻九「唐栄旧記全集」に対応している。さらに、それぞれの項目は『由来記』の項目を抽出するかたちで、項目が多い「那覇 」に例外がみられるもの 、 『由来記』各巻の項目の順序に概ね従って立項されている。この点は、前述した『旧 の他 の叙述のあり方とかわりはない。しかし注目すべき点は、巻三「事始
　
乾」 、巻五「城中御嶽





にない新たな項目「１中山城 「２国殿」 「３南殿 「４北殿」 「５世誇殿」 「６附
　









































































温」が会ったという「弁財天女」の記事も、 『旧 』 介するかたちで

































が、 『球陽』と『遺老説伝』に引き継がれる。　『旧記』巻一の構成は、王府の中心である「首里記」を新たに冒頭に立て、以下に琉 国の「町方」である泊村、那覇、久米村を記した「泊邑記」 「那覇記」 「唐栄記」を叙述している。 『由来記』の首巻は、王城年間の祭祀
・公事の起源と祭祀
・公事の執行を記した「王城公事」で
あったが、 『旧記』はそれを首巻にはせず首巻は琉球の空間的な中心部の叙述をしているのである。これは『旧 』が「地理」 （風水）による見立てを重視 た叙述をしている とと関係することはいうまでもない。 「地理」 （風水）は、まさに唐栄が中国から取り入れた知識である。この点が、 『旧記』と『由来記』の大きな違いである。二つの書 ともに王府 中心から叙述を始めるにしても その中心 王府の祭祀
・儀
礼の起源とその執行の から始めるのか、王府 空間的 心地の起源
・由来から始める叙述をするのか、という明らかな違いがある。 『旧
























































国中城御嶽御イベノ前ニテ 拝終也（以下、省略） 」を、 『旧記』は記していない。この記事は
10と６を含む「御城内」の「嶽々」で執り行















ている。しか 、 『旧記』は必ずしもそうではなく、そのことが『旧記』が『由来記』に比べて分量がすくないことの要因のひとつになっている。 『旧記』と『由来記』の二つの書の性格は、 『旧記』 首巻の叙述中によくあらわれていると える。　
さらにもうひとつ、二つの書の違いがよくあらわれているのは、 『旧




































































































































































奉行」の冒頭叙述「毛氏家譜曰。万暦二十一年」等） 。このように『旧記』には、 の冒頭に年紀や典拠をまず記す叙述の形式があるといえるのである。ちなみに、 『古事集』にはまだこの叙述 は意識されていないようで、 「
34　
那覇」は「昔此村」 （ 「那覇」 「建置沿革」の
項） 、 「
35　
唐船堀」は「昔于此地」 （ 「那覇」 「山川」 「唐船堀」の項） 、
「
36　

























ｱ 」という記述があるからであるが、 『球陽』 「 （尚貞王）
二十二年」 （一六九○）の記事に引かれるのは、 『旧記』の叙述に具体的な年紀がないものの、 『球陽』が「康煕庚申年間に至り、其 東橋を塞ぎ、一堤を築建して以て往来を通ず」と加筆した記事があるからだと思われる（ただし、 「康煕庚申年間」は十年前の尚貞王十二年であるが） 。さらには、 「
34　
那覇」は『遺老説伝』巻１―９「那覇の地名由
















































































記す姿勢を持つ『旧記』が、 『球陽』や『遺老説伝』の有力な資料になっているこ を考えると、 『旧記』の叙述の姿勢が伝承的「歴史」多く入れた『球陽』の性格を規定し その延長に 生ん
だという大雑把な見通しを想定することができるのではないか。すなわち、伝承的な「歴史」を含み込む『球陽』の誕生は、編纂者を同じくする『旧記』を介して『中山世鑑』と蔡鐸
・蔡温の『中山世譜』と





宮古山の嘉場仁也、鯖魚 逢ひて命を救はる に採られて る。あるいは、 『古事集』 「唐栄府」の「人物」 「蔡謙」は『球陽』巻２―
89「 （尚
巴志王）十八年、蔡謙、亀鱣 命を救は 」 記事に 続いて記される「列女」 「蔡氏之女」は『球陽』巻３―
128「 （尚円王三年）蔡謙の女
















いるだけだが、 『由来記』の項目の八十六項目を削除している。この削除と加筆の検討は 旧記』という編纂書がなにを記そうとしていたかを考える基本である。 『旧記』巻三「事始」にあた 『古事集 なのでこれにつ てはなんともいえないが、 『由来記』から 旧記』への編纂 問題は、 『古事集』の詳細な検討 必要になってくることはいまでもない。 『古事集』は波照間 指摘するように『由来記』と『旧記』の間にあるもので 本稿でも必要の範囲で言及したが、項目によっては『古事集』の段階で『旧記』の叙述に近い内容がみられるものとそうでない項目があり、全般にわたる『由来記』 古事集 『旧記』比較検討が必要である。そして、 『古事集』に鄭秉哲がかかわって るかまでを含めた検証が必要で は祭祀の執行の叙述を削除する傾向が強いが、これは前述したように 由来記』巻五 城中御嶽併首里中御嶽年中祭祀」や巻十二以下 「各処祭祀」の祭祀執行 記述が採られないこと さし いる。しか 、 『旧記』 お も巻三「公事」には割注のかたちで祭祀執行の叙述が記され、附巻十一「風俗」は新たな巻を立てるかたちで祭祀の叙述はある。これらを総合し





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年紀「昔」 。＊ 先年」以下を 附」として記す
『球陽』附巻２―
69　
鄭
21　
宮里嶽
巻
12―
332　
宮里嶽
年紀「中古之世」
22　
鬼洞
巻
13―
100―１
　
旧跡
年紀「往昔之世
23　
馬天巫火神
巻
13―
298　
バテン巫火神
年紀「往昔之世」
24　
 津波古不行稲祭礼
巻
13―
304　
外間之殿
『遺老説伝』巻１―
52　
鄭
25　
中森嶽
巻
13―
319　
中森ノ嶽
典拠「俗諺」
26　
内川田
巻
13―
323　
知念城内之殿
年紀「上古之世」
『遺老説伝』巻１―
51　
鄭
『琉球国旧記』の編纂
六五
27　
種稲田地
巻
13―
386　
中森嶽～
年紀「上古之世」
　　　
392　
小嶽之御イベ
28　
王農大比屋
巻
12―
59　
奥之大ヒヤ之殿
年紀「昔」 。＊加筆あり
『球陽』巻４―
209　
鄭
中頭
29　
奇洲神社
巻
14―
209　
神社
年紀「昔日」
30　
安里社宮
巻
14―
210　
神社
年紀「昔日」
『遺老説伝』巻１―
53　
鄭
31　
津㶚神社
巻
14―
211　
神社
年紀「往昔」
32　
和仁屋間神
巻
14―
212　
神社
年紀「往昔之世」
33　
糸蒲寺
巻
14―
212―１
　
旧跡
年紀「昔日」 。＊「遺老伝」を加筆
『遺老説伝』巻１―
57　
鄭
34　
恵帽子井嶽
巻
14―
13　
ヱボシガワノ嶽
年紀「昔」
『球陽』巻８―
568　
鄭
35　
友盛嶽
巻
14―
77　
トモリ嶽
典拠「遺老伝」
『遺老説伝』附巻
135　
鄭
36　
寄明森
巻
14―
83　
ヨリアゲ森
年紀「昔」
『遺老説伝』巻１―
54　
鄭
37　
古重嶽
巻
14―
92　
古重嶽
年紀「往昔之世」
『遺老説伝』巻２―
67　
鄭
38　
経塚
巻
14―
95―１
　
旧跡
年紀「昔日」
『球陽』巻３―
190　
鄭
39　
仲間邑種稲忌日
巻
14―
97　
浦添城内殿
年紀「中古之世」
『遺老説伝』巻１―
55　
鄭
40　
金宮寄上森
巻
14―
128　
コガネミヤヨリアゲ森
41　
無漏渓
典拠「遺老伝」
『遺老説伝』巻１―
56　
鄭
42　
轟渓
43　
古洞
『遺老説伝』巻２―
65　
鄭
44　
御衣脱瀬
巻
14―
35　
御衣脱瀬
『球陽』巻３―
123（一部）
　
鄭
45　
内間東西二殿
巻
14―
36　
内間御殿
　
両殿有
『球陽』巻８―
553（前段）
　
鄭、巻９―
637（後段）
　
鄭
46　
勝連郡儀保掟
年紀「昔日」
『遺老説伝』巻２―
66　
鄭
国頭
47　
公房嶽
巻
15―
129　
コバウノ嶽
年紀「往昔之世」
『遺老説伝』巻１―
25　
鄭
48　
炬港
巻
15―
168―１
　
旧跡の末尾部
年紀「成化年間」
『球陽』巻３―
149　
鄭
49　
観音堂
巻
15―
233　
観音
年紀「康煕
27年」
『球陽』巻８―
549　
鄭
50　
宜名間旧宅
巻
15―
312　
旧跡
『球陽』巻３―
136（後段）
　
鄭
51　
泊比屋旧宅
年紀「昔」
52　
健堅大親
年紀「昔」
『球陽』巻１―
50　
鄭
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付表８『琉球国旧記』巻７の構成
『琉球国旧記』
『琉球国由来記』との対応箇所
『琉球国旧記』の冒頭叙述他
『球陽』 『遺老説伝』の引用箇所
寺社１
　
天徳山円覚寺
巻
10―１～
21　
天徳山円覚寺附法堂
年紀「弘治５年」
『球陽』巻３―
154（前段）
　
鄭
　　
弁財天女堂
巻
10―７
　
肇創弁財天堂記附重修事
年紀「弘治
15年」
『球陽』巻３―
167（前段）
　
鄭
　　
荒神堂
巻
10―２
　
肇建荒神堂記附重修事
年紀「弘治５年」
２
　
福源山天王寺
巻
10―
22～
30　
福源山天王寺
年紀「成化年間」 。＊「近世」を加筆
３
　
妙高山天界寺
巻
10―
31～
39　
妙高山天界寺
年紀「景泰年間」
『球陽』巻２―
116　
鄭
４
　
霊徳山崇元寺併国廟
巻
10―
40～
44　
霊徳山崇元寺
年紀「成化年間」
５
　
天徳山龍 寺
巻
10―
45～
50　
天徳山龍 寺
年紀「咸淳年間」
『球陽』巻８―
547（後段）
　
鄭
６
　
太平山安国寺
巻
10―
51～
54　
太平山安国寺
年紀「景泰年間」
『球陽』巻７―
468　
鄭
７
　
万歳嶺慈眼院
巻
10―
55～
57　
万歳嶺慈眼院
年紀「万暦
46年」
『球陽』附巻１―
19　
鄭
８
　
浮亀山照大寺
巻
10―
66～
68　
浮亀山照太寺
年紀「嘉靖年間」
『球陽』附巻１―
40　
鄭
９
　
達磨峰西来院
巻
10―
69～
70　
達磨峰西来院
『球陽』附巻１―
12　
鄭
10　
霊芝山建善寺
巻
10―
71～
73　
霊芝山建善寺
年紀「景泰年間」
『球陽』巻５―
283　
無
11　
万年山広厳寺
巻
10―
74～
77　
万年山広厳寺
年紀「景泰年間」
12　
壺宝山長寿寺天照大明
巻
10―
78～
79　
壺宝山長寿寺
典拠「遺老伝」
『球陽』巻２―
98　
鄭、巻７―
427　
鄭
13　
波上山三社
巻
11―１～
13　
波上山護国寺
年紀「往昔」
『球陽』巻３―
184　
鄭
14　
護国寺
巻
11―７
　
波上山三光院護国寺
『球陽』巻１―
37　
鄭、巻８―
532　
鄭
15　
荒坂堂
巻
11―９
　
末社
年紀「昔」
16　
大日如来堂
巻
11―９
　
末社
年紀「嘉靖３年」
『球陽』巻８―
609　
鄭
17　
対面石
巻
11―９
　
末社
年紀「往昔」
18　
龍峰山祥雲寺並権社
巻
10―
58～
62　
龍峰山祥雲寺
『球陽』巻４―
251　
鄭
19　
観音堂
巻
10―
61　
正観音堂
年紀「昔」
『球陽』巻９―
628　
鄭
20　
南海山桃林寺併社
巻
10―
63～
65　
南海山桃林寺
年紀「万暦
39年」
『球陽』附巻１―
14（前段）
　
鄭、巻８―
604（後段）
　
鄭
21　
沖山三社並臨海寺
巻
11―
14～
18　
沖山臨海寺
年紀「往昔之世
『球陽』巻７―
506　
鄭
22　
高明山社併神徳寺
巻
11―
19～
26　
八幡神徳寺
年紀「天順年間」
23　
姑射山三社併神応寺
巻
11―
27～
31　
姑射山神応寺
年紀「往昔之世」
『球陽』巻７―
501　
鄭
24　
大慶山万寿寺並三社
巻
11―
32～
36　
大慶山万寿寺
年紀「景泰年間」
『球陽』巻２―
110　
鄭
25　
天久山三社併聖現寺
巻
11―
37～
41　
天久山聖現寺
年紀「成化年間」
『遺老説伝』附
141　
鄭
26　
普天満山三社並神宮寺
巻
11―
42～
45　
普（天）間神宮寺
『遺老説伝』巻１―
35　
鄭
27　
金峰山三社並観音寺
巻
11―
46～
47　
金峰山観音寺
年紀「嘉靖年間」
『球陽』附巻１―
59　
鄭
28　
光明寺
巻
11―
49　
薩州光明寺
年紀「康煕
21年」
『球陽』附巻２―
70　
鄭
29　
頂峰院薬師如来
巻
11―
50　
頂峰院薬師如来
年紀「天順年間」
30　
東松山大日
巻
11―
51　
東松山大日寺
年紀「順治年間」
『球陽』附巻１―
65　
鄭
『琉球国旧記』の編纂
六七
付表９『琉球国旧記』巻８の構成
『琉球国旧記』
『琉球国由来記』の対応箇所
『琉球国旧記』の冒頭叙述他
『球陽』 『遺老説伝』の引用箇所
久米嶋記１
　
具志川城
巻
19―１―ａ
　（具志川城主由来）の前半
年紀「往昔之世」
『球陽』巻３―
172　
鄭
２
　
笠末茶良旧宅
巻
19―１―ａ
　（具志川城主由来）の後半
年紀「昔」
３
　
伊敷索嶽
巻
19―
48　
イシキナハ御嶽
年紀「昔」
『遺老説伝』巻１―
47　
鄭
４
　
仲里城
巻
19―
50　
仲里城御嶽
年紀「昔」
『遺老説伝』巻１―
48　
鄭
５
　
登武那覇嶽
巻
19―
58　
トンナハ御嶽
年紀「昔」
『遺老説伝』巻１―
49　
鄭
　　
附
　　　
88　
堂之大比屋物語之事
馬歯山６
　
船蔵嶽
巻
18―
34　
船蔵御嶽
年紀「往昔之世」
『遺老説伝』巻１―
26　
鄭
７
　
伊保崎
巻
18―
36　
上マタ御嶽
年紀「往昔之世」
『遺老説伝』附巻
131　
鄭
葉壁山８
　
金丸王旧宅
巻
16―
66　
金丸王加那志御屋敷
『球陽』巻３―
135　
鄭
９
　
親田
巻
16―
67　
玉城ヒヤ
年紀「昔」
『球陽』巻３―
136　
鄭
10　
玉陵
巻
16―
68　
玉御殿
年紀「昔」
『球陽』巻８―
543　
鄭
11　
泉井
付表
10『琉球国旧記』巻９の構成『琉球国旧記』
『琉球国由来記』の対応箇所
『球陽』 『遺老説伝』の引用箇所
（宮古山記）１
　
漲水嶽
巻
20―１
　
漲水御嶽
　
弁財天女
年紀「上古之世」
『遺老説伝』巻２―
68　
鄭
２
　
広瀬嶽
巻
20―２
　
広瀬嶽
年紀「昔」
『遺老説伝』巻２―
69　
鄭
３
　
大城嶽
巻
20―３
　
大城御嶽
年紀「昔」
４
　
中間嶽
巻
20―４
　
中間御嶽
年紀「昔」
『遺老説伝』巻２―
70　
鄭
５
　
新城嶽
巻
20―５
　
新城御嶽
年紀「昔」
６
　
船立嶽
巻
20―
10　
船立御嶽
年紀「昔」
『遺老説伝』巻２―
71　
鄭
７
　
山立嶽
巻
20―
12　
山立御嶽
年紀「昔」
『遺老説伝』巻２―
72　
鄭
８
　
池農嶽
巻
20―
13　
池ノ御嶽
年紀「昔」
９
　
嶺間嶽
巻
20―
15　
嶺間御嶽
年紀「昔」
10　
真玉嶽
巻
20―
21　
真玉御嶽
年紀「昔」
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11　
喜佐真嶽
巻
20―
23　
喜佐真御嶽
年紀「昔」
『遺老説伝』巻２―
74　
鄭
12　
乗瀬嶽
巻
20―
24　
乗瀬御嶽
年紀「昔」
『遺老説伝』巻２―
75　
鄭
13　
比屋地嶽
巻
20―
25　
比屋地御嶽
年紀「昔」
『遺老説伝』巻２―
76　
鄭
14　
泊嶽
巻
20―
27　
泊御嶽
年紀「昔」
『遺老説伝』巻２―
77　
鄭
15　
瓦瀬嶽
巻
20―
28　
ガワラ瀬御嶽
年紀「昔」
『遺老説伝』巻２―
78　
鄭
八重山記
16　
宮屋鳥嶽
巻
21―１
　
宮屋鳥御嶽
『遺老説伝』巻２―
81　
鄭
17　
美崎嶽
巻
21―３
　
美崎御嶽
年紀「弘治年間」
18　
名蔵嶽
巻
21―５
　
名蔵御嶽
19　
水瀬嶽
巻
21―６
　
水瀬御嶽
20　
白石嶽
巻
21―７
　
白石御嶽
年紀「昔」
『遺老説伝』附巻
140　
鄭
21　
崎原嶽
巻
21―
14　
崎原御嶽
年紀「昔」
『遺老説伝』巻２―
82　
鄭
22　
仲嵩嶽
巻
21―
15　
仲嵩御嶽
23　
山崎嶽
巻
21―
16　
山崎御嶽
24　
外本嶽
巻
21―
17　
外本御嶽
25　
嘉手刈嶽
巻
21―
18　
嘉手刈御嶽
26　
真和志嶽
巻
21―
19　
真和謝御嶽
　
27　
多原嶽
巻
21―
20　
多原御嶽
年紀「昔」
『遺老説伝』巻２―
83　
鄭
28　
波座間嶽
巻
21―
34　
波座間御嶽
29　
仲筋嶽
巻
21―
35　
仲筋御嶽
30　
幸本嶽
巻
21―
36　
幸本御嶽
31　
久間原嶽
巻
21―
37　
久間原御嶽
32　
花城嶽
巻
21―
38　
花城御嶽
33　
波里若嶽
巻
21―
39　
波レ若御嶽
年紀「昔」
34　
国仲根所
巻
21―
40　
国仲根所
年紀「弘治年間」
35　
遠波嵩根所
巻
21―
75　
ヲハタケ根所
年紀「昔」
『遺老説伝』巻２―
79　
鄭
36　
真徳利嶽
巻
21―
76　
真徳利御嶽
37　
白郎原嶽
巻
21―
77　
白郎原御嶽
38　
阿幸俣嶽
巻
21―
78　
阿幸俣御嶽
年紀「弘治年間」
39　
八重山公倉
巻
21―
78―２
　
当島蔵元
年紀「往昔」
40　
八重山造船
巻
21―
78―１
　
船作由来之事
年紀「往昔」
『遺老説伝』巻２―
80　
鄭
